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「組制」（抜粋） 

 

（組織） 

第１６条 組に組門徒会を置き、組門徒会員で組織する。 
（目的） 

第１７条 組門徒会は、寺院及び教会に所属する門徒の代表として、教化の振興をはかるため、組

が行う施策について審議し、組の運営に寄与するとともに相互の連携を深め、同信同朋の実を挙

げることを目的とする。 

（選定及び報告） 

第１８条 組門徒会員は、組内の寺院又は教会に所属する成年門徒の中から、住職、教会主管者

又はその代務者が、門徒総会に諮り若しくは総代と協議してこれを選定する。 

２ 組門徒会員が、所属する寺院又は教会を移転したときは、その地位を失う。 

３ 住職、教会主管者又はその代務者は、組門徒会員の氏名、生年月日、住所及び役職を組長に報

告しなければならない。 

（名簿の作成及び提出） 

第１９条 組長は、組門徒会員名簿を作成して、教務所長に提出しなければならない。 

（任期及び選定期間） 

第２３条 組門徒会員の任期は、３年とする。補欠者の任期は、前任者の残任期間とする。 

２ 寺院・教会は、組門徒会員の任期満了１月前までに、後任の組門徒会員を選定し、組長に報告

しなければならない。 
（役員及び職務権限） 

第２４条 組門徒会に次の役員を置く。 

 一 会 長 

 二 副会長 若干人 

 三 常任委員 若干人 
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「男女共同参画推進に向けた 

組門徒会員選定に関する特別措置条例」 

 

（趣旨） 

第１条 この条例は、女性門徒の積極的な宗政参加による宗門活動の活性化をはかり、もって宗門

における男女共同参画を推進するため、普通寺院（以下「寺院」という。）及び教会における女性

の組門徒会員の選定促進に係る必要な特別措置について定める。 

（女性組門徒会員の選定） 

第２条 寺院又は教会は、組制（１９９１年条例公示第９号。以下同じ。）第１８条による組門徒

会員の選定において、１人以上の女性を選定するものとする。この場合、組制第２１条及び当該

組門徒会規約の規定に関わらず、組門徒会員の定数を組内の寺院及び教会の３倍以内とすること

ができる。 

２ 組制第２０条の規定により別に組門徒会の組織を定めている組においては、組門徒会員の選定

において第１条の趣旨に基づき、当該教務所長は、教区会及び教区門徒会の議決を得て特別措置

を定め、宗務総長の承認を得るものとする。 

（教区における周知） 

第３条 教務所長は、女性組門徒会員の選定が促進されるよう、教区教化委員会又は教区の男女共

同参画推進機関と連携して、組長及び組門徒会長並びに寺院及び教会に対して、本条例の趣旨の

周知徹底及び環境整備に努めるものとする。 

（組における周知） 

第４条 組長は、組門徒会長とともに、組内の寺院及び教会に対して本条例の趣旨が伝わるよう、

組同朋総会をはじめとした組内のあらゆる機関を通じて周知徹底に努めるものとする。 

（条例の効力） 

第５条 この条例は、２０２７年３月９日をもって失効する。 

 

   附 則 

１ この条例は、２０１５年３月１０日から施行する。 

２ 第２条に規定する組門徒会員の選定手続きは、前項に定める施行日前にこれを行うことができ

る。 

附 則（２０２３年６月３０日条例公示第５号） 

この条例は、公示の日から施行する。 

 


